
2017 年度 小委員会活動成果報告 
（2018 年 1 月 11 日作成） 

小委員会名 生きた景観マネジメント小委員会 
主 査 名：嘉名 光市 
就任年月：2017 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

都市計画委員会 委員長名：鵤 心治 
主 査 名：鵤 心治 

設 置 期 間    2017 年 4 月 ～ 2021 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・活力ある都市を実装、可視化する「生きた景観の創造とマネジメント」を展望し、研究、

課題抽出、提案を行う 
・生きた景観の概念の確立と技術領域の整理、プロジェクト事例の収集の分析による生き

た景観マネジメント技術と制度体系を構築する。 
・毎年景観ルックインを開催するとともに、公開研究会を開催し研究成果を報告する。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有（3名の委員公募を実施） 

嘉名光市（大阪市立大学）、大影佳史（関西大学）、栗山尚子（神戸大学）、志村秀明（芝

浦工業大学）、阿久井康平（富山大学）、阿部大輔（龍谷大学）、阿部貴弘（日本大学）、大

野整（都市環境研究所）、佐藤宏亮（芝浦工業大学）、高野哲矢（都市環境研究所）、沼田

麻美子（東京工業大学）、原田栄二（東北大学）、松井大輔（新潟大学）、三宅諭（岩手大

学）、山下裕子（まちなか広場研究所） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

 

2017 年度予算     200,000 円 ホームページ公開の有無：有 

委員会 HP アドレス：https://keikansyouiinkai.jimdo.com 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数        ７回（年度内計画を含む、幹事会・拡大幹事会を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会                       参加者数   名 

催し物（シンポジウム・

セミナー等） 
*能力開発支援事業委員

会承認企画 

１．景観ルックイン（「水の都ひろしまの景観まちづくり」、まち歩きならびにミ

ニシンポジウム 広島大学と共催）8 月 30 日        参加者数 34 名 
（見学用地図、講師のレジュメ等の資料を配布し、ミニシンポジウムを開催） 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．小委員会初年度でもあり、公募委員を含む委員全員での「生きた景観マネジ

メント」に関する、問題意識・関心・関連概念・事例等について各自が提示しな

がら意見交換を行い、今後の研究の枠組みや調査対象事例の抽出を行ない、概ね

当初計画を達成している。 
２．なお、年度内に開催予定であった公開研究集会（テーマ案：生きた景観の可

能性）については、2018 年 5 月開催で調整・準備している。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．委員会への委員の出席率は高く、熱心な議論が行われているが、小委員会の

予算では、交通費の支給が一人あたり０〜２回程度しかできないため、遠方の委

員の負担が大きくなっている。 

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 

 


